






医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

私は、東欧スロバキアのコメニウス大学にて、英
語で医療を学んでいます。新型コロナウイルス感
染症感染拡大に伴い、スロバキアの病院で臨床
実習をすることが困難となり、昨年9月より福島
県内の病院で実習をしています。ニュージーラン
ドの中学・高校を卒業し、イギリスの大学への
留学・中退を経てスロバキアに留学したため、日
本の病院実習では「語学の壁」を感じています。
よく実習中に「英語が話せて羨ましい」と言われ
ますが、日本で過ごすにつれ「本当にそうだろう
か？」という疑問を抱くようになりました。日本
では、医療に特化した電話通訳サービスや、論
文の英文校正が充実しており、無料の自動翻訳
ツールも目覚ましい発展を遂げています。安全に
医療を多国語で提供できる日本で、医療者が英
語を話すことにどんな意義があるのか、と考える
ようになりました。
そこで、2021年3月15日（月）に、国際医療福
祉大学医学部准教授の押味貴之先生を特別講
師としてお招きして、『医療者に必要な医療英語』
をテーマにオンライン勉強会を開催しました。本
稿では、勉強会の様子を紹介したいと思います。

●英語を学ぶ外発的動機
押味先生は、勉強に励み目標に向かう過程には、
外発的動機（Extrinsic motivation）と内発的動
機（Intrinsic motivation）の二つの動機があると
話されていました。医療英語を学ぶにあたり外発
的動機となるものは、外国からの患者さんの診
察、海外での学術・学会発表、英語での論文
執筆などが挙げられます。
この「外国からの患者さんの診察」という動機は、
私が福島県での病院実習で感じた医療英語を学
ぶ意味への疑問を感じたきっかけです。これまで
の実習で見た外国の患者さんは、ベトナム、中国、
韓国などアジアの方が大半で、ほとんどの方が
英語を話せない様子でした。
このことについて、押味先生は何語を話す患者
さんを診察するかは、地域や診療科によって異
なると話していました。確かに日本全体を見ると、
中国、韓国、台湾などの出身の患者さんが多く、
診察の際に英語を使うことはあまり多くありませ
ん。しかし、自動車産業が盛んな愛知県・静岡
県のようにポルトガル語やスペイン語を母国語
とする南米の方が多く住む地域や、北海道大学
周辺のように多種多様な国籍の留学生が家族と
一緒に住む地域においては、事情が異なります。
仕事や学業のために日本に滞在している方の家
族が産婦人科に通院するため、産婦人科では特
に英会話スキルの需要が高いそうです。来日して
いる外国の方のほとんどが英語を母国語としな
い一方で、第二外国語として英語を話す人は非
常に多く、こうした方が英語を話せない医療者を

目にすると落胆されるそうです。
押味先生は、外国の方が「医療者なのにどう
して英語が話せないの？」とがっかりする背景
に、日本の医療教育が国際的にみて特殊である
ことが要因であると言います。世界的にみて、英
語圏ではない国で母国語で医学教育を実施して
いるのは少数派だそうです。例えば、国際医療
福祉大学の教員であるカイロ大学医学部出身の
エジプト人医師は、エジプトの医療教育は基本
的にすべて英語で行われると話していたそうです。
私の留学先の東欧諸国の医学部にも英語コース
が設置されています。

●英語への内発的な動機―やっぱり自分で話し
たい！という衝動
しかし、AIや翻訳サービスを上手に活用すれば、
国内では十分な医療行為を行い、苦もなく論文
を読み書きすることができます。このことについ
て押味先生は、「英語ができないと、あなたたち
は思ったようなキャリアが歩めませんよ、という
脅しはAIがどんどん発達していけば効かなくなり
ます。AIが医療通訳をできるようになりますかと
聞かれると、答えは『イエス』です」と回答され
ていました。では、なぜ国内で働く医療者が医
療英語を学ぶ必要があるのでしょう。
押味先生は「英語を話さなくても良い時代が来
たとき、『それでも自分が話したい』という欲求
が出てくる」と言います。医療英語も、学校が
用意したカリキュラムを学ぶ時期は面白くないと
思ってしまうが、そのうちキャリアを無視していつ
の間にか純粋に学ぶことが楽しくなる、と話して
いました。
確かに私も、ニュージーランドで留学していた時

「スロバキアの医学部に行きたいから英語を学ぼ
う！」とは考えておらず、明日はもっと上手く友達
と話したい、会話に加わりたい、と思い勉強して
いました。戦略的に最初から東欧の医学部に進
学するために英語を身につけたのではなく、内発
的な動機で身につけたスキルが結果として新たな
進学の扉を開いています。

●押味先生オススメの医療英語勉強法
押味先生が普段、国際医療福祉大学でどのよう
に医療英語を教えているのか、またお勧めの勉
強方法について尋ねてみました。
国際医療福祉大学では、医療英語を教えるので
はなく、医療を英語で教えていると言います。そ
のため、日本で作られた日本語の解説付きの教
材は使わず、授業では英語圏で使用されている
教材を使用するそうです。例えば、生理学を学
ぶ過程にいる学生は生理学を英語で勉強し、臨
床実習で肥大型心筋症の患者さんを担当したら
肥大型心筋症について英語の資料を読むことを

指導しているそうです。また、教室では正しいネ
イティブの医療用語の表現と発音に特に力を入
れているそうです。日本の医療用語は英語とドイ
ツ語を日本語読みにした、日本オリジナルの業
界用語となっています。例えば、医療用ゴム手袋
を指す「Latex」は「ラテックス」ではなく、正し
くは「レイテックス」と発音します。こうした本か
らの勉強では学べない発音や、海外で実際に使
われている医療用語を大学の授業で教えている
そうです。
また、正しい発音の医療英語を学生が楽し
く前向きに学べるように、国際医療福祉大
学では、間違えても安全な環 境づくりを一
番 大事にしているそうです。昨年10月には
TEDxIUHWNarita2020を開催し、学生と教
員による英語トークを世界に向けて配信しました。
スピーカーとして登壇した学生は、練習を重ねる
ことで間違えたら恥ずかしいという気持ちを克服
し、大きく成長していたと話していました。日本
にいながら、こうした挑戦を通して英語力を身に
つけ、視野を大きくすることができると聞き、大
変驚きました。

最後となりましたが、どんな質問にも気さくにお
答えいただき、貴重な学びの機会を作っていた
だいた押味先生に心より感謝を申し上げます。

Report
医療者に本当に英語は必要なのか？ オンライン勉強会で見えた医療英語の本質
スロバキア　コメニウス大学医学部６年／医師のキャリアパスを考える医学生の会　妹尾 優希

※寄稿：2021年５月
※寄稿者の所属は寄稿時のものです。
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「シマナビnet+」は、離島地域に暮らす中高生
に向けたイベント等を企画するプロジェクトです。
島の子どもたちに医療系進学という将来の選択
肢を増やすことや、医療の魅力を伝えること、大
学受験の学習面･精神面でのサポートや勉強へ
のモチベーション向上につながる企画を実施して
おります。
プロジェクト発足のきっかけは、離島での医療従
事者不足という課題を解決するために、島出身
の医療従事者が増えれば、将来的に離島医療
に携わる人材が増えるのではないかと考えたこと
です。現状として島の学習環境や情報量、大学
進学に対する意識などの面で、医療系進学には
高いハードルがあります。そこで大学生の立場で
できることとして、島で暮らしながら医療系進学
を目指す中高生をサポートし、目標達成を応援し
ています。
現在、全国の医療系学生の有志が集まり、日本
各地の離島地域の子どもたちを対象に活動して
おります。
これまでに実施した企画を紹介します。
■『中高生×医学生Onlineトーク』

（2020年9月26日（土）・10月3日（土）開催）
大学生と関わる機会が少ない離島地域の中高生
に向けて、気軽に大学生と話せるオンラインイベ
ントを実施しました。医学生が直接、入試情報
や大学生活について話したり、進路や受験勉強
などの質問･相談に答えるなどしました。

（参加地域：徳之島、沖永良部島、宮古島）
■『リモート学習ナビ』
離島地域の高校生を対象に、オンラインでの個
別学習指導を行う企画です。大学受験の勉強面
だけではなくメンタル面でもサポートしていきます。
一人ひとりに寄り添って、継続的にフォローして
いく取り組みとして実施中です。
■『現役大学生による面接対策サポート』

（2021年1月30日（土）・2月13日（土）開催）
大学入試が近づいてきた時期に、受験生応援
企画として面接試験対策のイベントを実施しまし
た。離島ではなかなか機会の少ない面接練習を
行い、面接のポイント解説やアドバイス、入試
本番に関する質問･相談に対応しました。

（参加地域：徳之島、石垣島）
このような活動が、将来的に離島地域の医療従

事者不足を改善する一助となることを信じ、今後
もシマナビnet+は、島の子どもたちの夢を応援
するプロジェクトとして活動していきます。
シマナビnet+にご興味がある方や一緒に活動し
てみたいという方は、お気軽にお問い合わせくだ
さい。

WEB：https://www.glocaland.
org/%E3%82%B7%E3%83%
9E%E3%83%8A%E3%83%
93net-1-1
E-mail：contact@glocaland.org

離島地域の中高生の医療系への進学応援プロジェクト
シマナビnet+（任意団体NPO GlocaLand） 琉球大学医学部医学科６年　大見謝 望

ディベートという学び方から見えたもの　人と医療の研究室（ひとけん）Student Groupのお誘い　
人と医療の研究室　京都府立医科大学医学部医学科４年　李 展世

「人と医療の研究室（ひとけん）Student Group」
は医療と社会の関わりに関心のある学部生によ
って構成され、医師などにより構成される「人と
医療の研究室」と連携して活動しています。ひとけ
んでは毎月定例会を開催しており、読書会、ディベ
ート、その他のレクチャーなどが行われます。本
稿ではそのうち、先日の定例会で行われたディベ
ートを通して見えてきた問いについて紹介したい
と思います。
今回のディベートは「小児科病棟でのホスピタル
クラウンの常勤化を推奨すべきである」というテ
ーマを扱いました。ホスピタルクラウンとは、病
棟において活動を行うクラウン（ピエロ、道化師）
のことで、主に長期の入院生活を送る子どもを
その活動の対象としています。これは、私たちが
現在関心を持っているトピックの一つ、「アートと
医療の関わり」［1］から派生した話題でした。
肯定側が提示した論点は、①ホスピタルクラウ
ンは小児患者の不安や疼痛を軽減する（Lopes-
Júnior LC, et al, 2020）②他者との関わり方を
患児が学ぶことができ、その積極性が向上する 
③患児の周囲の人間関係を活性化する—といっ
たものでした。一方、否定側が提示した争点は、

①必要な費用に見合う効果はあるのか②病院で
の事故発生リスクが上昇する③ホスピタル・プレ
イ・スペシャリスト［2］等の他職種がその役割
を担える—といったものでした。
このディベートを通して見えてきた興味深い視点
が二つありました。一つ目は、否定側の「海外
研究のエビデンスは、日本にそのまま適用できる
のか」という反駁から、ケアの場において文化
の違いがその方法や効果にどれほど影響するか、
という問いです。ホスピタルクラウンは「笑い」
や「人間関係」がそのケアの中心的射程と考え
ますが、これらは文化によって性質が大きく異な
ります。異なる文化間で比較したとき、ホスピタ
ルクラウンが果たして同じくらいの「笑い」を生
むのか、あるいはそもそもその「笑い」に同じく
らいの効果があるのか、検証を行うことは意義
がありそうです。
二つ目は「ホスピタルクラウンが担う『学び』の
提供は病院の役割なのか」という反駁より、病
院は患者に対してどこまでの役割を担う場である
か、という問いです。「楽しさ」や「感動」のよう
な、医療において必ずしも第一に優先されない
と思われるものを私たちはどこまで重要視すべき

なのでしょうか。
その他定例会では、「地域社会において医療者
は医療機関外で健康相談に乗るべきである」「オ
ンライン診療を初診から推奨すべきである」「独
居する前期高齢者が不眠を主訴に近医受診した
場合、BZD薬を処方すべきではない」といった
様々なテーマのディベートを行ってきました。ディ
ベートというアクティブな学びを通した知識の習
得と論理的思考から、人と社会、医療について
考えを深めてみませんか。

「人と医療の研究室Student Group」ではメン
バーを募集中です。お気軽にご連絡ください。
note：https://note.com/hitoken_article
Facebook：https://bit.ly/3aUWuBB
Twitter：@hitoken_info
Email：hitoken.contact@gmail.com

《参考文献》
［1］ アートと医療 Art and Medicine -情報掲示
板- https://bit.ly/3tShLEJ

［2］チャイルド・ライフ・スペシャリスト協会. 
https://bit.ly/3jytIuu （2021/4/10アクセス）
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●inochi WAKAZO Projectとは
inochi WAKAZO Project は「 若 者 の 力 で い
のちを守る社会を創る。」というミッションの下、

「医療者になる前の私たち若者だからこそ救える
いのちがある」という想いを持ち活動する、次世
代イノベーター集団です。現在、約150名のメ
ンバーが在籍し、医療系学生を中心として、非
医療系学部、さらには海外大学のメンバーなど、
非常に多様性のある団体となっています。　
メインとなるプロジェクトは大きく分けて二つあ
り、一つが、中高生と共にヘルスケアに関する
課題解決を行う「inochi Gakusei Innovators’ 
Program」、もう一つが、万博を起爆剤として新
たないのちの救い方を実装する「WAKAZO」で
す。

●inochi Gakusei Innovators’ Programとは
inochi Gakusei Innovators’ Program（ 以 下、
i-GIP）は、毎年一つのテーマを選出し、中高生
のチーム（2 ～ 4人）と大学生メンターが二人
三脚で、約5か月間に渡り課題解決を行うプロ
グラムです。
現在、関西・関東・金沢・徳島の4地域で事業
を展開しており、関西・関東が「フレイル」、金
沢が「心臓突然死」、徳島が「産後うつ」をテー
マとして取り上げ、今守れないいのちを守るため
のプランを創出するべく活動しています。

●i-GIP KANSAI代表のメッセージ
皆さんは、私たち若者だからこそ守れる「いのち」
があることをご存じですか？
私はこのプロジェクトに出会うまで、いのちを救
うことができるのは現場にいる医療従事者だけ
だと思っていました。しかし、実際にこのプロジ
ェクトで当事者・関係者の方 と々の対話を通して、
医療従事者が救えるいのちには限界があること
に気付きました。私はこの限界を超えていく存在
が若者だと考えています。私たちは、このプロジ
ェクトを通じ、若者の持つ柔軟な発想力と、大
人に負けない熱意で今なお苦しむ人 を々救います。

今後、i-GIPを全国に展開していく予定ですので、
私たちと共に若者の力でヘルスケアの課題を解
決したい方は、ぜひお声がけください。

●WAKAZOとは
WAKAZOは、「誰もがいのちを守り合う、新た
な未来を創造する」をミッションに、私たちが考
案した新規社会システム「inochiのペイフォワー
ド」を社会に普及させることを目標に活動してお
ります。「inochiのペイフォワード」とは、人々が
誰かのいのちを守りたいという思いからヘルスケ
アデータを提供して、研究・開発が進み、社会
全体でいのちを守り合うことを達成する未来の
デザインです。

「いのち輝く未来社会のデザイン」がテーマの
2025年大阪・関西万博でこの概念の大規模実
証実験を行い、それをステップに社会に実装す
ることを目指しています。

●WAKAZO代表のメッセージ
献血のように、「誰かのいのちを守りたい」とい
う想いからヘルスケアデータが提供されることで
誰かのいのちを守ることができると同時に、提
供したデータの解析により提供者のいのちも守
られる。このような「いのちを守り合う循環」が
生まれる社会こそ、私が提案・実現したい未来
像です。
世界 80 億人が集う万博を通して、WAKAZOか
ら若者の躍動を世界中に伝播させるための第一
歩として、まずは今年の12月頃「inochiのペイ
フォワード」のプレ実証実験を行います。ぜひお
越しいただき、一緒に若者の手でいのちを守り
合う未来を創っていきませんか？

●inochi WAKAZO Projectの目指すべき未来
inochi WAKAZO Projectでは、「ヘルスケア」
が広がる未来社会を若者から実現するために
活動しています。そのためには、i-GIPが取り組
む目の前にある課題を解決する「課題解決型」、
WAKAZOが取り組む跳躍的に未来を創造する

「未来提案型」、両方の思考・行動を絡めてこそ、
新たな未来を創っていけるのだと思っています。
11月21日（日）には、本年度の活動の集大成
である「inochi万博フォーラム」が開催されます。
市民から社会に働きかけ、若者から創り出すヘ
ルスケアの新たな未来をぜひご覧ください。

WEB：
https://inochi-wakazo.org/

Twitter：
https://twitter.com/
inochigakusei

Instagram：
https://www.instagram.com/
inochi_gakusei/?hl=ja

Email：
info@inochi-gakusei.com

※この頁の情報は、各団体の掲載依頼に基づいて作成されておりますので、お問い合わせは各団体までお願いいたします。
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Group
次世代イノベーター集団 inochi WAKAZO Project
inochi WAKAZO Project

当事者へのインタビュー。 i-GIP参加者によるプレゼン。 inochi万博フォーラムにて、「inochiのペイフォワード」の
構想を発表・議論。

大西 統也
inochi WAKAZO Project
共同代表　
i-GIP KANSAI代表
滋賀医科大学医学部
医学科2年

木島 優美
inochi WAKAZO Project
共同代表　
WAKAZO代表　
東京医科歯科大学医学部
医学科3年
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1997年兵庫県生まれ。灘高等
学校卒。大学入学後よりinochi 
WAKAZO Projectをはじめ様々
な学生団体で活動。現在は同
団体の事業「inochi Gakusei 
Innovators’ Program KANSAI」
で副代表を務めるほか、同事業よ
り生まれたRED SEAT Project
のコアメンバー、日本救急医学会
学生・研修医部会（SMAQ）近
畿副ブロック長を担当。

天野 将明
（京都府立医科大学４年）

profile

天
野
（
以
下
、
天
）：
田
邉
く
ん

と
は
学
生
団
体
「
i
n
o
c
h
i

W
A
K
A
Z
O
P
r
o
j
e
c
t
」

︵
以
下
、
i
n
o
c
h
i
︶
を
通
じ
て

出
会
い
ま
し
た
ね
。
出
会
っ
た
当
時

か
ら
趣
味
や
学
業
な
ど
、
何
事
に
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
印
象
が
あ

り
ま
す
。
そ
も
そ
も
i
n
o
c
h
i

に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

田
邉
（
以
下
、
田
）：
僕
は
も
と
も
と
、

i
n
o
c
h
i
の
理
事
長
で
あ
る
大

阪
大
学
医
学
部
の
澤
芳
樹
先
生
が
作

っ
た
筋
芽
細
胞
シ
ー
ト
に
興
味
を
持

ち
、
大
阪
大
に
入
学
し
ま
し
た
。
医

学
部
を
選
ん
だ
の
も
医
師
に
な
り
た

い
と
い
う
よ
り
、「
命
を
救
い
た
い
」

と
い
う
思
い
が
強
く
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
手
術
や
薬
と
は
異
な
る
、
病
院

の
外
で
行
わ
れ
る
医
療
を
学
び
た
い

と
考
え
、
加
入
し
ま
し
た
。

天
：
医
学
部
で
は
臨
床
と
研
究
以
外

の
将
来
の
選
択
肢
を
知
る
機
会
が
少

な
い
で
す
が
、
i
n
o
c
h
i
で
は

医
師
免
許
を
活
か
し
た
様
々
な
活

動
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
ね
。
僕
は
も
と
も
と
知
識
を
人
に

伝
え
る
と
い
う
こ
と
に
興
味
が
あ
り
、

各
方
面
で
活
躍
す
る
医
学
生
の
素
顔
を
、
同
じ
医
学
生
が
描
き
出
す
こ
の
企
画
。

今
回
は
対
談
形
式
で
お
送
り
し
ま
す
。

天野 将明

田邉 翼

天野 将明

田邉 翼

※取材対象者の所属は取材時のものです。
※取材：2021年４月
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1999 年生まれ。私立桐蔭学
園中等教育学校卒。一年生か
らinochi WAKAZO Projectで
活動し、2019年には代表を務
めた。現在はinochi未来プロ
ジェクト推進委員を務める。
inochiのプロジェクトにおいて
は、特に起業に関心を持つ。「環
境が人を作る」をモットーに常
に様々なジャンルにアンテナを
張っている。

田邉 翼
（大阪大学４年）

profile

入
学
当
初
は
医
学
教
育
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
予
防
医
療
な

ど
を
通
じ
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

意
識
を
変
え
て
い
き
た
い
の
だ
と
気

が
付
き
ま
し
た
。

田
：
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
医
学

部
の
授
業
に
は
な
い
分
野
を
学
ぶ

こ
と
も
で
き
ま
す
よ
ね
。
そ
の
一
方

で
、
医
学
部
で
の
勉
強
の
重
要
性
も

i
n
o
c
h
i
の
活
動
を
通
し
て
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
医
学
の
知
識
が
活
き
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
が
医
学
生
と
し
て
真
面
目

に
勉
強
し
て
い
る
こ
と
で
信
頼
を
得

て
、
支
援
者
の
方
か
ら
投
資
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

天
：
僕
は
i
n
o
c
h
i
の
活
動
で
患

者
さ
ん
の
生
の
声
を
聞
く
機
会
を
得

て
、
そ
の
困
り
ご
と
を
医
療
で
解
決

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

と
い
う
視
点
を
持
っ
て
授
業
に
臨
め

る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

田
：
高
い
目
標
を
持
っ
て
い
る
同
志

に
出
会
え
た
こ
と
も
大
き
い
で
す
ね
。

i
n
o
c
h
i
で
は
明
確
な
ゴ
ー
ル

に
向
か
っ
て
皆
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
す
る
の
で
、
サ
ー
ク
ル
と
は
ま

た
違
う
一
体
感
が
あ
り
ま
す
。

天
：
i
n
o
c
h
i
を
通
じ
て
か
け

が
え
の
な
い
仲
間
に
出
会
え
た
と
思

っ
て
い
ま
す
し
、
こ
こ
を
自
分
の
帰

る
場
所
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

田
：
こ
う
し
て
活
動
を
し
て
い
る
と
、

と
き
に
は
命
を
救
う
こ
と
の
難
し
さ

を
知
り
、
無
力
感
を
味
わ
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
医
師
に
な
っ

て
か
ら
も
、
命
を
救
う
こ
と
の
難
し

さ
に
は
、
日
々
直
面
し
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
医

学
生
は
「
医
師
に
な
れ
ば
ゴ
ー
ル
」

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
皆
に
も

ぜ
ひ
考
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

と
は
い
え
、
僕
も
入
学
直
後
は
、

何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
途

方
に
暮
れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な

る
人
を
見
つ
け
、
最
初
は
そ
の
真
似

か
ら
始
め
ま
し
た
。
仮
説
を
立
て
て

色
々
な
こ
と
を
試
し
、
検
証
を
繰
り

返
す
う
ち
に
、
少
し
ず
つ
本
当
に
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ

て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
医
学
生
の
中

に
は
、
今
自
分
が
何
を
や
る
べ
き
な

の
か
わ
か
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

は
現
状
に
不
満
が
あ
る
と
い
う
こ
と

と
同
じ
だ
と
思
う
の
で
、
色
々
な
こ

と
に
挑
戦
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ

し
い
で
す
。

天
：
他
分
野
へ
の
関
心
と
医
療
を
掛

け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
く
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
文
系
科
目

や
数
学
と
い
っ
た
、
医
学
以
外
の
分

野
へ
の
関
心
を
大
事
に
す
る
の
も
良

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
医
学
部
の

外
に
出
る
こ
と
は
、
最
初
の
う
ち

は
怖
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
は

S
N
S
等
で
様
々
な
団
体
や
人
と
接

触
で
き
ま
す
か
ら
、
興
味
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
一
歩
踏
み
出
し
て
み
て
ほ
し

い
で
す
。
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